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 ＮＰＯ法人 

一二三富の会  
 (ひふみとみのかい)発行 

まちの中に緑のオアシスを

つくります  

  市民の森(市民緑地制度)とは： 
土地所有者や人工地盤・建築物などの所有者と地方公共団体

又は緑地管理機構が契約を締結し、緑地や緑化施設を公開す

る制度です。これにより、地域の人々が利用できる公開された緑地

が提供されます。（都市緑地法第55条） 

プレーパークの様子 

 ｢坂戸市市民緑地管理協定｣の締結  

この森は市内に残る貴重な私有地林で、

所有者の理解を得て、平成２6年７月から

当会が草木を整理し、市民への公開を目

指して整備してきました。そして平成 30

年３月に｢坂戸市市民の森」第一号の登録

を果たし、｢にっさい堀込の森｣として市

民の誰でもが訪れることができるように

しました。 

８月 18日(土)、この森でプレーパークを

開催しました。90 人の親子が参加、楽し

く遊びました。 
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〈緑をつくる部会〉 
 

 

 

 

 

 

 

 

〈緑を考える部会〉 

ＮＰＯ法人 一二三富の会の活動 
  当会は、坂戸市第一住宅団地自治会内の｢森のボランティア｣を母体として誕

生し、平成26年2月に埼玉県のＮＰＯ法人になりました。坂戸市｢緑を活かした

地域づくり｣を継承し、地域住民(市民）、行政と連携しながら、次の３つの部

会で活動しています。 

1  緑と花いっぱいの地域に親しまれる公園づくり 

 坂戸市から清水町公園、鎌倉町公園、柳町北公園、柳町南公

園、どんぐり公園の管理を委託されています。 

 坂戸市の応援のもと、地域自治会と共同で、四季折々の花を

植え、手入れをしています。 

 
２ ｢にっさい堀込の森｣の維持管理 

  ｢坂戸市市民緑地管理協定｣の締結により、市民がこの森

を安心して利用できるように維持管理しています。 

   

１ 緑の保存と共に、市街地の緑化方策を 

  考えます。 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

飯盛川沿いの緑化と親水環境の構築 

埼玉県の助成金などを得て策定した 

｢緑を生かしたまちづくり｣の提案書 

２ 平成 26 年度、坂戸市街地の現状調査、

課題抽出 

３  平成 27 年 11 月、坂戸市に「緑を生か

したまちづくり(試案)の中で｢さかど まち

なか緑と水の回廊｣を提言 

４  平成 28 年度以降、「できるところから

住民の手で」植樹を始めるための調査な

どを行っています。 

５ ｢発見！市民活動フェア｣をはじめ、活動

説明会、講演関係などの企画･開催を担当し

ます。そのほか、坂戸市の行政施策を検討

し、意見募集に対応しています。 

工事中 

ばら苑 



〈ご近助の底力部会〉 

 

 農地を借りて自然農法でさま

ざまな畑作物を育てます。 

 

 

 自然農法･家庭菜園の会と協同

し、新鮮野菜の朝市「マルシェ」

を定期開催しています。  健康野菜「ヤーコン」を栽培し、坂戸

市のブランド化を目指して普及活動。

市民活動フェアにも出店しています。 

｢発見！市民活動フェア｣での展示･販売 

平成 30年 3月 10日 入西地域交流センター 

にっさい堀込の森の場所と案内図 

当
会
の
財
務
状
況
報
告 

正会員       

  １７人 

活動会員 

  ２３人 

賛助会員 

    ３人 



 

今年も門松作りを予定しています 

ホームページ 

編集後記 ｢こもれび｣第３号をお届けします。題字は下田健喜会員にお願いしました。 

「にっさい堀込の森｣は、台風による被害の回復に向けて工事中です。そのため残念ですが、

安全に利用できるようになるまで当分は閉鎖します。御理解をお願いします。ご近助の底力

部会の活動は自然との格闘です。自然農法での作物づくりをお伝えしたいと思っています。 

世代間交流を図る活動をしています。        
緑の環境を守り、高齢者の活躍と 

 一二三富の会の名称の由来： 江戸時代の、埼玉三富（さんとめ）地域にあやかりました。 

     三富は地域名ですが、「緑に富み、歴史に富み、人に富む」の三富とも言われています。 

一  一歩ずつ着実に目的に近づいていくという意味を込めて“一二三” 

二  一次産業(農業)をもとに、二次(加工)、三次(販売)を有機的に結合させる循環型社会を目指す 

三  この会の活動を、一(老)､二(壮)､三(青)世代で担い合い、世代を越えて進めていく 

 ※当会が目指す、緑に富み､人に富み、歴史に富む理想の自然循環型社会への思いをこの一二三

(ひふみ)の名称に込めました。 

平成 30年 12月 24日(月 振替休日)に第一住宅団地自治会集会所で、第４回｢みんなで門松

を作ろう｣イベントを行います。くわしいことはちらしとポスターででお知らせします。 

第３回 ｢みんなで門松を作ろう｣参加者全員と作品 


